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【事前授業】平成 30 年 9 月 25 日（木）6 限目
学年・教科領域： 第 4 学年 道徳科















【研究授業】平成 30 年 10 月 27 日（土）2 限目
（詳細は 3.2 にて記述）
【事後授業】平成 31 年 1 月末 実施予定
3.2. 研究授業の内容
【研究授業】平成 30 年 10 月 27 日（土）2 限目
学年・教科領域： 第 4 学年 道徳科
教材名：「なみだとえがおの「なでしこジャパン」」（出展：学研 「みんなの道徳 4 年」）
本時の目標：信頼し合える仲間の素晴らしさに気づき、仲間同士で助け合おうとする心情を
養う。
展開：
学習活動・内容
①８の字跳びをしているときのことを振り返り、学習課題を設定する
心を一つにするためには、どうすればいいだろう
─ 222 ─
②「なみだとえがおの「なでしこジャパン」」を読み、話し合う
・心に残った場面について感想を話し合う
・泣き崩れるなでしこジャパンの選手たちはどんな気持ちだったでしょう
◎ なでしこジャパンのみんなをさわやかなえがおにしたものは何だろう
・最高の仲間とはどのようなものだろう
③自分たちが「８の字跳び」に取り組んでいるようすをスライドショーで見ながら、本
時の振り返りをする
【研究授業の単元計画】
子どもたちが４月に話し合って作った学級目標『心を一つにしてなにごとにもがんばれる４Ｂ
ファミリー』を軸に、『心を一つにチャレンジプロジェクト』という単元テーマを設定した。学
級目標やクラスで取り組んでいる８の字跳びと関連付けながら、「友達との関係の在り方」につい
て複数価値多時間で道徳の時間に追求することで、一人一人が自分の中にある「友だちとの関係の
在り方」について、様々な視点から見つめ直すことができると考える。
─ 223 ─
【研究授業の板書】
4. 成果と課題
今年度、道徳が教科となり「道徳科」として小学校ではじめて施行された。実際、評価も含
め手探り状態で進めていく中、今回行った研究では、「考え、議論する道徳」の授業を目指し
取り組んできた。授業づくりでは、「発問」の開発はもちろん、展開の工夫も含め研究を重ね
てきたが、中でも総合単元的にカリキュラムを構成した取組は、日常生活と道徳の資料の関係
性が親密になり、子どもたちにとっては「探究力」や「省察性」を育むことに効果があったと
言える。
今後は、道徳の授業の工夫改善はもちろんのこと、学校生活における道徳教育をどのように
すれば効果的に進めることができるのか、そのための方法や工夫点を考え、総合単元的に取り
組んでいる道徳授業を一層効果的に進めていくことを研究することが必要であろう。そのため
には、単元計画のスパンを短期ではなく、年間を通した長期の視点で計画し取り組んでいくこ
とが重要だと考える。 .
